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アトピー性⽪膚炎（AD）のスキンケアと外⽤療法について
スキンケアと外⽤療法についてまとめました。お肌を清潔に保ち⽪膚刺激を避けつつ、
たっぷりと⽪膚に乗せるように保湿剤やステロイド剤の塗布を反復することが⼤事です

年齢で塗布するステロイドのランクを変更します
乳幼児はミディアムクラスを中⼼に塗布を⾏います

新⽣児期から湿疹を治療し健康な⽪膚状態を保つことで、
その後の乳児AD発症や悪化の予防につながると⾔われています

フォーム＞ローション＞軟膏で量が増えます ⽪膚にのせるようにたっぷりと塗ってください

１回あたりの塗布量は体格に応じて⼤きく変化します
保湿剤やステロイドをしっかり塗布する基本が最も⼤切です
ステロイド以外の外⽤剤の選択肢が増えました

⽪膚炎症状０を保ちながら外⽤治療薬を徐々に減らしつつ
⽪膚炎のない状態を継続する治療法です

*)アトピー性⽪膚炎診療ガイドライン2024  
*)マルホ株式会社︓ヒルドイド使⽤量の⽬安
*)⽪膚マイクロバイオームとアトピー性⽪膚炎
⼩児科診療・2026年・2号（29）177 より改変
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潜在的な皮膚炎を想定し塗布間隔を調整します


